








要約 

極小未熟児 57 例を対象に,IVH(脳室内出血)の黄疸に対する影響について検討した。IVH の

発症率は 35%(20 例/57 例)で，発症時期は 72 時間までが 80%(16 例/20 例)を占めていた。

平均TB(総ビリルビン)レベルは生後48時間まで両群とも急速に上昇し,以後IVH群の方が

やや高めに変動した。平均 UB(unbound bilirubin)レベルは両群とも生後 72 時間まで急速

に上昇し,以後緩やかに下降したが,IVH 群の UBレベルは非 IVH群のそれに比し,24 時間以

降常に高く,特に 48～72 時間で著しく上昇した。また IVH 群では呼吸障害,低蛋白血症やア

シドーシスの合併がやや高率であった。従って,IVH は極小未熟児において,核黄疸発症の

危険因子であると考えられる。 


